
資料１ 
２００７．４．２７ 

活力ある経済社会を目指す九州圏がやるべきこと 
ー九州・長崎県の政策・取り組み事例から考えるー 

財団法人ながさき地域政策研究所常務理事 
日本総合研究所客員研究員  菊森 淳文 

１． 九州圏の課題と対応の方向性 
（１） 課題 
① 東アジア圏の経済成長とアジアとの結びつきを活かした産業振興～ヒト・モノ・カネ 
（中国経済の動向） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 1 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ アジアに対する戦略的製造業の基地 
○ アジアとの物的・人的交流基地→今後は金融・情報機能も 

② 圏域内連携・ネットワーク作りと格差是正 
○北部九州・南部九州、西九州・東九州をつなぐネットワーク 
③ 学術研究の集積作りと全国・アジアとの交流 
④ 国内・圏域内向け産業の活性化～医療・福祉、環境関連、サービス、地場製造業等 
⑤ 観光資源に恵まれた「観光ランド」化による地域活性化 
（２） 対応の方向性 
① 活力ある経済社会を作るための「九州圏」戦略の明確化～ファームランド、フードランド、観光

ランド 
（ア） ファームランド～高付加価値農業化、諫早湾干拓事業 
（イ） フードランド～「安心・安全」な食の提供 
（ウ） 観光ランド～豊富な自然資源・歴史文化資源を活かした観光基地化 
（エ） 地域ブランドの確立 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

販売戦略と地産地消の考え方 

産直・契約栽培 

（百貨店・大手スーパー・生協等） 

市場流通 

（農協・漁協等）～規格品 
 
 

域内消費＜域内生産量 

（他産地との競争力無し） 

域内消費＞域内生産量 

 

 

販 売 戦 略 

 

地 産 地 消 

●競争力＝商品の品質・価格・ブランド等他地域商品との比較優位性 

● 規格外品＝大きさ・形状・季節・魚種等の点で市場流通に乗らないもの 

市外、県外向け商品とし

て生産・流通体制を強化

地産地消の取組みの中

で新たな消費先を開拓 

域内消費＜域内生産量 

（他産地との競争力有り） 

規格外品 

地産地消品から販売戦略品

への検討、選択を随時実施 
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② 東アジア戦略の策定と実施 
（「ながさき夢・元気づくりプラン」２００６－２０１０） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 特定産業を中心とする圏域内連携・ネットワーク作り 
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２． 新しい九州像 
（１） 東アジアに開かれた九州 
① 物産振興 
○中国・東アジアへの輸出拡大戦略 

 図表３：中国都市部および上海都市部の所得 

 

 

 

 

 

 

 

（注）時点は 2002年。 

所得によって一世帯当たり人口が異なることから（最高位 10％：2.59 人、最低位 10％：3.44 人）、

所得水準上位 10％世帯の人口は、都市部全体の 10 分の 1 とはならない。 

（資料）中国国家統計局「中国統計年鑑 2003 年」、上海市統計局「上海統計年鑑 2003 年」、CEIC Data 

（出所）みずほ総合研究所「日系企業にとっての中国内販市場」（P3） 

全　体 上位10％（最高位） 全　体 上位10％（最高位）

　世帯１人当たり可処分所得（年） 7,703元 18,288元 13,250元 31,619元 

　世帯平均収入（月） 1,951元 3,946元 3,202元 7,351元 

　就業者１人当たり収入（月）  1,235元 2,575元 2,107元 4,107元 

　世　帯　数 1.6億世帯 1,600万世帯 490万世帯 49万世帯 

　人　口 5.0億人 4,200万人 1,480万人 130万人 

全国都市部 上海市都市部
項　  目

 

 図表 ４：優先して購入したい日本産の農畜水産品  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）ながさき地域政策研究所「日本産の農畜水産品の流通に関するアンケート調査報告書」 
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 図 表 ５ ： 上 海 日 本 食 材 専 門 店 と の 小 売 価 格 の 比 較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 注 ） 上 海 専 門 店 価 格 は 、 上 海 の し ん せ ん 館 オ ン ラ イ ン シ ョ ッ プ の 商 品 一 覧 表 よ り 抜 粋 し た 価 格 。  

日 本 小 売 価 格 に つ い て 、 穀 物 ・ い も 類 ・ 野 菜 類 と 果 実 の バ ナ ナ は 、 総 務 省 「 小 売 物 価 統 計 調 査 報 告 」

（ 2 0 0 2 年 ） よ り 抜 粋 し た 価 格 。 そ れ 以 外 の 品 目 は 、 シ ン ク な が さ き 研 究 員 が 長 崎 市 内 に あ る  

ス ー パ ー 「 夢 彩 都 」 に て 2 0 0 4 年 1 月 下 旬 頃 に 調 査 し た 価 格 。  

（ 資 料 ） な が さ き 地 域 政 策 研 究 所 作 成  

日 本 小 売 価 格 対  比

人 民 元 日 本 円 換 算 円 （ 中 国 = 1 .0 ）

　 米 5 k g 4 5 6 7 5 2 ,0 0 2 3 .0

　 キ ャ ベ ツ ㎏ 6 8 3 1 7 0 2 .1

　 き ゅ う り ㎏ 1 2 1 8 0 5 3 2 3 .0

　 じ ゃ が い も （ 男 爵 ） ㎏ 6 9 0 9 0 1 .0

　 た ま ね ぎ ㎏ 9 1 3 5 1 9 0 1 .4

　 に ん じ ん ㎏ 9 1 3 5 3 2 0 2 .4

　 完 熟 ト マ ト ㎏ 1 2 1 8 0 6 2 8 3 .5

　 大 根 ㎏ 6 9 0 1 6 0 1 .8

　 白 菜 ㎏ 5 7 5 1 8 0 2 .4

　 い ち ご 1 0 個 ／ P 5 7 5 4 9 8 6 .6 　 佐 賀 産 「 ほ の か 苺 」

　 バ ナ ナ ㎏ 8 1 1 4 2 5 2 2 .2

　 オ レ ン ジ 2 個 ／ P 9 1 3 5 3 1 6 2 .3 　 カ ル フ ォ ル ニ ア 産

　 リ ン ゴ 3 個 ／ P 1 0 1 5 0 4 7 4 3 .2 　 青 森 産 「 富 士 」

　 ア ジ の 開 き （ 日 本 産 ） 1 枚 1 4 2 1 0 6 0 0 .3 　 対 馬 産

　 イ ワ シ 一 夜 干 し 4 匹 ／ P 1 4 2 0 3 1 9 8 1 .0 　 国 産

　 タ イ の 開 き （ 大 ） 1 枚 2 0 3 0 0 4 9 8 1 .7 　 甘 鯛 五 島 産

水
産
加
工
品

穀
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類
・

野
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類

単 位
上 海 専 門 店 価 格
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商  品  名区  分
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② 観光振興 
○ 韓国・香港・中国からの観光客の増加 

 

○長崎県のインバウンド観光客の動向 

 
③ 企業進出・誘致、資本導入 
（２） 日本全体における「ファーム・観光ランド九州」としてのポジショニング 
（３） 新しい産業の芽を育てる九州 
（４） 地場産業が圏域内で活力ある九州 
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３． 活力ある経済社会を目指すプロジェクト 
（１） 東アジア及び世界との交流促進のための整備 
① 東アジアとの交流促進のための基盤整備 
A.ハード整備 
（ア） 海・空のアクセス向上のためのプロジェクト（ヒト・モノ） 
○ 東アジアとの海上輸送の基盤整備～高速貨物輸送船・高速貨客船の増便 
○ 東アジアとの航空輸送の基盤整備～博多・北九州―上海間シャトル便就航 
（イ） 情報通信基盤整備プロジェクト（光ファイバーネットワーク） 
○東アジア・インド等とのシステム開発等業務交流を可能とする情報通信基盤整備 
B.ソフト整備 
（ア）九州一丸となった東アジアとの人的交流・観光客誘致促進プロジェクト 
（ィ）東アジアとの学術・文化・スポーツ交流としての場＝九州作りプロジェクト 
（ウ）東アジアからの留学生の活用・関係強化プロジェクト 
② 世界（欧米・中近東等）との交流促進のための整備 
 
（２） 九州域内交通網の整備による格差是正 
（ア） 東九州軸の鉄道・道路基盤整備 
（イ） 九州新幹線鹿児島ルート・西九州ルートの整備～最低限必要な生活・産業インフラ 
 
（３） 産業クラスターの集積と連携促進 
① 自動車及び部品産業の集積と域内調達の促進プロジェクト 
② 半導体産業の集積形成促進プロジェクト 
③ 環境関連産業の集積形成促進プロジェクト 
④ 新産業（技術・サービスとも）創出促進プロジェクト 
⑤ 商工と連携した高付加価値農業・水産業の推進プロジェクト 
○ ビジネス化できる農業・水産業へのウエートシフト 
○ 将来を展望したバイオアグリ、バイオマリン技術の開発と活用 
 
（４） 九州の魅力倍増計画 
① 観光推進のための街つくりプロジェクト 
○観光は街作り 
○ 「さるく博」型のソフト作り（資料１）参照 
② 域内大学・試験研究機関間の役割分担と連携強化プロジェクト 
③ 九州の将来を担う人材集積と育成プロジェクト 
○中核都市・地方都市における雇用の確保、頭脳集積・研究開発型都市の創造 
④ 「住みやすさ NO.１」プロジェクト（団塊の世代移住・二地域間居住プロジェクト） 
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（資料１） 

長崎さるく博に見るホスピタリテイーマネジメント 

 
日本ホスピタリテイーマネジメント学会 財団法人ながさき地域政策研究所 菊森淳

文 
キーワード：市民参加 街作り ホスピタリテイー 
１．「長崎さるく博」の概要 
 「長崎さるく博」は、2006 年 4 月 1 日から同年 10 月 29 日まで長崎市で開催された全国

最初の「街歩き」博覧会である。「さるく」とは、「街をぶらぶら歩く」という意味の長崎

弁であり、「さるく博」とは長崎の個性的な街を歩いて、学んで、食べて楽しむという新し

い形の遊びの提案である。「長崎さるく博」は、特製マップ片手に自由に歩く「長崎遊さる

く」、長崎名物・さるくガイドと共に歩く「長崎通さるく」、専門家による講座とガイドツ

アーをセットにした「長崎学さるく」の 3 本柱から成る。同博覧会では、42 の街歩きコー

スが作られ、74 テーマの講座が提供された。 
 

２． 「長崎さるく博」の効果 
（１） 経済効果 
 同博覧会では、入場者（延べ参加者）数目標 960 万人に対し、1,008 万人が入場した。こ

の内訳は、宿泊観光客 327 万人、日帰り観光客 436 万人、市民参加者 245 万人で、観光客

比率は約 76％であった。また、直接需要額は、1 日当りの消費額が宿泊観光客で 18,453 円、

日帰り観光客で 6,813 円（長崎市統計）を用いて推計すると、900 億円である。長崎市の

2005 年度観光消費額 721 億円と比較すると、長崎さるく博のみでこの直接需要額から産業

連関表を用いて算出される経済効果は 1,161 億円である。 
（２） 非経済効果 
 同博覧会の非経済的効果としては、次の 3 点があげられる。 

① まず市民が長崎の街の魅力を再認識し、市民ガイドがガイドブックに載っていない

スポット・食品・芸能等魅力を観光客に伝えるという市民運動として展開できたこ

と。 
② 市民が観光客と一緒に街を歩いて見て、観光都市としての課題（ガイドの組織化、

休憩所・トイレ・ごみ収集等）が明確になったこと。 
③ 「観光は街づくり」であり、街づくりにはリーダーを始めとする人材とネットワー

クが必要である、即ち「街づくりは人づくり」であることがわかったこと。 
 

３． 「長崎さるく博」に見るホスピタリテイーマネジメント 
（１） ホスピタリテイーマネジメントとは 
 ホスピタリテイーとは、「主客同一の精神を持って、最適な相互満足しうる対等となるに

ふさわしい共創的相関関係で、互いに遇すること」（服部勝人）（１）である。また、ホスピ
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タリテイーマネジメントとは、「組織（営利・非営利を問わず）の事業目的を達成するため

に、生命の尊厳を前提とした相互性の原理に基づいてホスピタリテイーによる多元的最適

共創満足を成立させることを条件として、分析、計画、遂行、統制の過程を組織的に統合

する段階で経済交換だけでなく相互人間価値を創造する多元的最適共創型の経営」（同）（２）

である。そして、ホスピタリテイーの創造過程として、①価値基準、②過程、③成果、④

価値の昇華段階、⑤相関関係の重層連関が必要である。 
（２） 「長崎さるく博」におけるホスピタリテイーマネジメント 
 同博覧会は官民協働で進められた。長崎市 2006 推進プロジェクト推進本部内に同博覧会

事務局と民間団体等から成る長崎さるく博 06 推進委員会を設置し、市民プロデューサー95
名がさるくガイド 389 人とさるくサポーター165 人と協力して運営された。 
これをホスピタリテイーマネジメントの観点から見ると、行政と市民・企業（ホテル・外

食産業・交通機関等）・NPO 等が協働の関係、観光客と行政及び市民・企業・NPO 等が相

互関係に立つことになる（図１）。観光客は、さるくガイドから観光施設や歴史・文化の説

明を一緒に歩いて回りながら受け、さるくサポーターとの人間的なふれあいを通じて、個

別の温かい対応に感動し、長崎への旅行を印象深いものとすることが出来、ガイドやサポ

ーターといった市民に再度会うことも含めてリーピーターとなる可能性が高い。市民・企

業・NPO 等は、身近な存在であった長崎の歴史・文化等に対する知識を蓄え、地元の誇り

である観光施設や料理等を観光客に説明することに喜びを感じる。ここで、同博覧会に先

立ち行われた「長崎歴史文化観光検定」が歴史・文化等に関する知識のレベルアップに役

立ったと思われる。行政（長崎市）は、同博覧会によって、官民協働の方法や難しさを学

習出来、「長崎よか品夢市場運動」など、その後の行政運営手法に「市民との協働」が大き

く取り入れられている。 
 このように、同博覧会は、観光客、行政、市民・企業・NPO 等が観光の根本であるホス

ピタリテイーを醸成する場を提供し、長崎に成功体験をもたらしたと言えよう。そして、

これは江戸時代以来、地域にプライドを持ち外人を含めた多くの外来者を受け入れてきた

長崎にとって、違和感のないことだったと思われる。 
 

４． 街歩きに欠かせない通りの名前を利用した道案内システムの反響 
 同博覧会の機会を利用して、国土交通省九 
（図１）長崎さるく博の構造 

州地方整備局と（財）ながさき地域政策研究

所が「通りの名前を利用した道案内システム」

の社会実験を実施した。これは、観光客が街

歩きをしやすいように、欧米の住所表示に倣

って、道路や水路等で仕切られた区画を街区

とし連続するように番号を付けるのではなく、

通りの名前と両側に付けた番号で住所を表現

するものである。通りの名前と番号を付けた
行 政 

市 民 

企 業 

ＮＰＯ 

観光客 

協働 

相互関係 
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プレートやシールを路面と側面に貼り、専用のマップを作成し、観光客が街歩きしやすい

道案内システムを試行した。 
 この効果を測定するため、住民・事業所・利用者それぞれに向けたアンケート調査を実

施したところ、住民・事業所からは観光客等に道を教える際の目印として利用したとの声

が多く、また利用者にとって理解しやすく、他地域でも展開した方が良いとの声が 74％を

占め、高い評価を得た。観光客に対するホスピタリテイーを高めるために同システムは役

立ったと言えよう。 
 
（参考文献） 
（１） 服部勝人（2004）「ホスピタリテイ学原論」内外出版、ｐ136． 

（２） 服部勝人（2004）「ホスピタリテイ・マネジメント入門」丸善、ｐ104 

（３） 国土交通省九州地方整備局、財団法人ながさき地域政策研究所（2006）「通りの名前を利用した道案内システ

ム効果測定アンケート調査報告書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 



（資料２） 
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